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排気ボイラーの損傷 
 
 
概要概要概要概要 
Gardでは、火災による損傷をはじめとして、排気ボイラーに関連した大規模な事故を扱う
ケースが増加しています。ボイラーが損傷する原因はさまざまですが、減速航海（スロー

スティーミング）、燃料の品質、頻繁な機関操作のいずれが大きく影響している可能性が

あり、すすが堆積する原因ともなっているようです。このすすが発火して排気ガス中の火

花がすすに引火することによる火災リスクが増加しています。 
 
本回報では、これらのリスクへの対応と、ボイラーのスートブロー、清掃、メンテナンス

のほか、ボイラーの給水の処理方法について取り上げます。 
 
排気口排気口排気口排気口のすすにのすすにのすすにのすすに起因起因起因起因するするするする問題問題問題問題 
排気ボイラーは、設計上、排気口に細い排気管とフィンが近接した状態で取り付けられて

います。また、多くの船舶において、主機から排気ボイラーへの排気系は、ボイラーから

のガスの流れを制限するように設計されています。このような排気ガスの流れの悪さに減

速航海などが合わさって、すすが堆積するリスクを高めているのです。燃料やエンジン負

荷の違いによって、主機の燃焼プロセスで燃焼しきらなかった物質が堆積して、発火性の

すすがボイラー内部に堆積する原因となっています。排気ガスには高濃度の酸素（約14％）
が含まれるため、適切なタイミングで予防措置を取らなければ、堆積したすすに発火して

重大な火災損害をもたらす可能性があります。ロングストロークのディーゼルエンジンの

場合、多量の潤滑油が必要であることも、発火性のすすが堆積しやすい要因です。大量の

潤滑油を消費する低速エンジンは、排ガスの温度が低く、エコノマイザーも大型であり、

かつ残油の性質も悪い場合、すすによる火災のリスクが高まり、最悪の場合は、ボイラー

やエコノマイザーが溶解してしまうこともあります。 
 
スートブロワー、メーカーが推奨する方法に従って使用するのが原則ですが、必ずしも各

船舶の排気管の設計やレイアウトまで考慮されているとは限りません。そのため、すすが

効率良く除去されるように、排気口の状態を頻繁に確認することが重要です。うまく除去

されていないようであれば、除去の頻度を高めたり、手作業での清掃を行う必要がありま

す。低負荷運転中の場合、除去作業の間は負荷を高くすることが推奨されます。また、適

切な清掃間隔が維持できるように、ボイラーやエコノマイザーの圧力と温度のモニタリン

グ装置を取り付けておくこともよいでしょう。 
 
給水給水給水給水のののの処理処理処理処理 
減速航行が広がりを見せている中、定期点検、水洗浄、ブロー、給水の処理の重要性がも

っと認識されてしかるべきです。給水に不純物があると、スケールの付着、腐食、フォー

ミングが発生します。したがって、ボイラーのメンテナンス計画の重要な項目として、ボ

イラー給水の処理を加えれば、腐食が発生するリスクを減らすことができます。 
 
これらの問題が発生する可能性を抑え、給水中の溶解固形物の濃度

1
を制御するには、ブ

ローやボイラー水の定期排出を実施したり、完全に入れ替えることが必要です。ボイラー

の表面水と底部のブローを定期的に実施することに加え（前者は、表面の溶解性物質を減

らすこと、後者は、底にたまった汚泥を取り除くことをと目的としています）、給水を定

期的にチェックし、薬品を注入することで、腐食の問題を減らすことができます。 
 
給水は、通常、船舶に搭載された造水装置で生成されますが、海水をつぎ足す必要がある

場合もあります。給水に海水をつぎ足した場合には、給水の試験、薬品の注入、ブローを

行うことの重要性がより高くなります。 
 

 
 
 
 
1 
給水用水とボイラー水に関する主な指標には、PH、塩化物、硬度、油、鉄、二酸化炭素濃
度、ケイ酸塩、溶解性物質などがあります。 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先 
 
損害防止担当 
シニアマネジャー  
Terje R. Paulsen  
terje.paulsen@ gard.no 
 
損害防止担当 
シニアエグゼクティブ 
Marius Schønberg  
marius.schonberg@ 
gard.no 
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排気ボイラーの損傷  
 
配管のスケールに起因する問題 
スケールが引き起こす最も大きな問題は、過熱とボイラー管の故障です。

多孔質のスケールの熱伝導率は断熱レンガと同程度です。スケールが絶縁

層として作用し、配管中を流れる循環水によって熱が分散されるのを妨げ

ます。熱伝導率が低いと、ボイラーの効率も低くなり、過熱が起こる結果、

ボイラー管の強度が落ちたり、膨張したり、破裂する可能性があります。

スケールによって、水管ボイラー内を循環する配管の詰まりが生じ、水が

循環しない部位ができたり、過熱などの問題が引き起こされます。場合に

よっては、配管を通りやすくする作業が必要ですが、暫定的な解決法でし

かありません。配管の詰まりが多い場合は、メーカーまたは船級協会にご

相談ください。 
 

 
写真: 蒸発管の中央下部の金属が溶けている 
 
 
勧告 
高効率の次世代エンジンでは、効率的かつ安全に運航するうえで、排気ガ

スボイラーのすすの清掃がこれまで以上に重要になります。 
 
すすの除去装置と固定洗浄システムを使用すること、また十分にその能力

を引き出すため、熟練の船員を定期点検の実施者とすることを強く推奨し

ます。 
定期点検、水洗浄、ブロー、給水の処理の重要性がもっと認識されてしか

るべきです。管理船隊内で、洗浄作業結果の受入基準を確立しておくこと

が望まれます。そうすることで、ボイラーの運転条件を変更したり、その

結果に対応することができます。 
警報システムやモニタリングシステムは、正常に稼働するように定期テス

トを実施すべきです。 
 
船舶を通常とは異なる条件で運航しなければならない場合（例えば、減速

航行や燃料品質の変更）などの詳細な説明については、メーカーにお問い

合わせください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供す

る情報の正確性および品質の確保には細心の注意を払っていますが、ガード

は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に

対して一切の責任を負いません。www.gard.no 
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